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北九州市告示第３３０号 

  瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号）第５条第１項の

規定による特定施設の設置の許可申請があったので、同条第４項の規定により

その概要を告示し、同条第３項に規定する事前評価に関する事項を記載した書

面を次のとおり公衆の縦覧に供する。 

 なお、当該特定施設の設置に関し利害関係を有する者は、縦覧期間満了の日

までに、北九州市長に、事前評価に関する事項についての意見書を提出するこ

とができる。  
  令和６年７月３１日 

北九州市長 武 内 和 久  
１  申請の概要  

（１） 申請者  
      北九州市八幡西区黒崎城石１番１号 

三菱ケミカル株式会社九州事業所 

九州事業所長 西村仁志 

（２） 工場又は事業場の所在地及び名称  
      北九州市八幡西区黒崎城石１番１号  

三菱ケミカル株式会社九州事業所  
 （３） 設置される特定施設に関する事項 

ア 名称、種類及び能力 

（ア） ＬＭ２Ｒ１４１ 

名称 ＬＭ２Ｒ１４１ 

種類 
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）別表

第１の第４６号イに掲げる水洗施設 

能力 ５０ｋｇ／日 

（イ） ＬＭ１Ｓ４１１ 

名称 ＬＭ１Ｓ４１１ 

種類 
水質汚濁防止法施行令 別表第１の第４６号ロに掲げる

ろ過施設 

能力 ろ過速度 ４００ｋｇ／時 
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（ウ） ＬＭ２Ｓ４１１ 

名称 ＬＭ２Ｓ４１１ 

種類 
水質汚濁防止法施行令 別表第１の第４６号ロに掲げる

ろ過施設 

能力 ろ過速度 ３００ｋｇ／時 

イ 使用時間間隔、１日当たりの使用時間、季節的変動及び施設の使用開 

始年月日 

 

（ア） ＬＭ２Ｒ１４１ 

使用時間間隔 間欠 

１日当たりの使用時間 ２４時間 

季節的変動 なし 

使用開始年月日 許可日以降 

（イ） ＬＭ１Ｓ４１１ 

使用時間間隔 間欠 

１日当たりの使用時間 ２４時間 

季節的変動 なし 

使用開始年月日 許可日以降 

（ウ） ＬＭ２Ｓ４１１ 

使用時間間隔 間欠 

１日当たりの使用時間 ２４時間 

季節的変動 なし 

使用開始年月日 許可日以降 

ウ 使用時において当該特定施設から排出される汚水等の１日当たりの量及 

び汚染状態 
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（ア） ＬＭ２Ｒ１４１ 

汚水等の量 

（ｍ３／日） 

通常 １ 

最大 ２ 

水素イオン濃度 
通常 ４～１０ 

最大 ４～１０ 

化学的酸素要求量 

（ｍｇ／ℓ ）  

通常 １２０，０００ 

最大 １２０，０００ 

浮遊物質量 
（ｍｇ／ℓ ）  

通常 ４０ 

最大 ４０ 

（イ） ＬＭ１Ｓ４１１ 

汚水等の量 

（ｍ３／日） 

通常 ６ 

最大 ９ 

水素イオン濃度 
通常 ４～１０ 

最大 ４～１０ 

化学的酸素要求量 

（ｍｇ／ℓ ）  

通常 １，２００，０００ 

最大 １，２００，０００ 

浮遊物質量 
（ｍｇ／ℓ ）  

通常 ４０ 

最大 ４０ 

（ウ） ＬＭ２Ｓ４１１ 

汚水等の量 

（ｍ３／日） 

通常 ３ 

最大 ６ 

水素イオン濃度 
通常 ４～１０ 

最大 ４～１０ 

化学的酸素要求量 

（ｍｇ／ℓ ）  

通常 ２，０００，０００ 

最大 ２，０００，０００ 

浮遊物質量 
（ｍｇ／ℓ ）  

通常 ４０ 

最大 ４０ 

ふっ素化合物及びその

化合物（ｍｇ／ℓ ） 
通常 ５，０００ 

最大 ５，０００ 

 

（４） 汚水等の処理施設に関する事項 

   汚水の処理施設の名称、使用時における当該汚水処理施設による処理後

の汚水等の１日当たりの通常の量及び最大の量並びに当該汚水等の汚染状

態の通常の値及び最大の値等 
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  ア 処理施設名 排水処理設備ＡＳＡ２ 

イ 排水量及び汚染の状態 

項目 設置前  設置後  

汚水等の量 
（ｍ３／日） 

通常 ８，９８０ 

最大 １０，８９８  
通常 ８，８７２ 

最大 １０，８２１  

水素イオン濃度 通常 ６～９ 

最大 ６～９ 
同左  

化学的酸素要求量 
（ｍｇ／ℓ ）  

通常 １９０ 

最大 ２３０ 

通常 １９２ 

最大 ２３０ 

浮遊物質量 
（ｍｇ／ℓ ）  

通常 ６６ 

最大 ８６ 

通常 ６７ 

最大 ８６ 

ノルマルヘキサン抽出

物質含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 － 

最大 ４ 
同左  

フェノール類含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 － 

最大 ９ 
同左  

窒素含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １７７ 

最大 ２５４ 

通常 １７８ 

最大 ２５４  

燐
りん

含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １０．５ 

最大 ３８ 
同左 

ふっ素及びその化合物

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 １ 

最大 ６ 
同左  

（５） 排出水に関する事項  
ア 排水口名 Ｎｏ．５排水口  
イ 排水の量及び汚染状態 

項目 設置前  設置後  

排出水の量 
（ｍ３／日） 

通常 ５７，２９３ 

最大 ７７，３５５  
通常 ５７，１８５ 

最大 ７７，２７８  

水素イオン濃度 通常 ５～９ 

最大 ５～９ 
同左  
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化学的酸素要求量 
（ｍｇ／ℓ ）  

通常 ４０ 

最大 ４５ 
同左 

浮遊物質量 
（ｍｇ／ℓ ）  

通常 ３０ 

最大 ４０ 
同左 

ノルマルヘキサン抽出

物質含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 － 

最大 １ 
同左  

フェノール類含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 － 

最大 １ 
同左  

窒素含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ６０ 

最大 １２０ 
同左  

燐含有量 

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ２．６ 

最大 ９ 
同左 

ふっ素及びその化合物

（ｍｇ／ℓ ） 

通常 ６ 

最大 ６．７ 
同左  

２  縦覧の期間及び場所  
（１） 期間  

令和６年７月３１日から同年８月２１日まで（日曜日、土曜日及び国民  
  の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日を除く   
  。）の毎日午前８時３０分から午後５時１５分まで  

（２） 場所 

北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市環境局環境監視部環境監視課 

３  意見書の提出要領  
事前評価に関する事項についての意見をできるだけ具体的に記載した文書 

を、令和６年８月２１日までに前項第２号の場所に到着するように提出する 

こと。 
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北九州市告示第３３１号 

 土壌汚染対策法（平成１４年法律第５３号）第１１条第１項の規定に基づき

、次の土地を特定有害物質によって汚染されている形質変更時要届出区域に指

定することについて、同条第３項において準用する同法第６条第２項の規定に

基づき、次のとおり告示する。また、この告示により指定する形質変更時要届

出区域に係る同法第１５条第１項に規定する台帳は、北九州市環境局環境監視

部環境監視課及び北九州市立文書館に備え付ける。 

  令和６年７月３１日 

                    北九州市長 武 内 和 久 

１ 指定する形質変更時要届出区域 

北九州市小倉北区愛宕一丁目２２５６番２、２２５８番、２２５８番６、

２３１７番２、２３２０番３、２３２０番８、２３２１番５、２３２３番４

、２３２４番２及び大字板櫃２３０１番６の各一部 

２ 土壌溶出量基準に適合していない特定有害物質の種類 

  ふっ素及びその化合物 
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北九州市上下水道局告示第２４号  
次のとおり公共下水道の供用及び終末処理場による下水の処理を開始する。  
その関係図面は、この告示の日から供用及び下水の処理を開始すべき日の前

日まで北九州市上下水道局下水道部下水道保全課及び北九州市門司区役所まち

づくり整備課において一般の縦覧に供する。 

令和６年７月３１日  
北九州市上下水道局長 持 山 泰 生   

１ 供用及び下水の処理を開始すべき年月日  
    令和６年８月５日 

２ 下水を排除及び処理すべき区域   

下水を排除及び処理すべき区域  

北九州市門司区新門司三丁目の一部 

３ 排水施設の位置及び合流式又は分流式の別 

排水施設の位置  
合流式又は 

分流式の別 

北九州市門司区新門司三丁目地内の一部 分流式 

４ 終末処理場の位置及び名称  
北九州市小倉南区中吉田二丁目１０番１号  

    北九州市曽根浄化センター 
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北九州市上下水道局告示第２５号  
次のとおり公共下水道の供用及び終末処理場による下水の処理を開始する。  
その関係図面は、この告示の日から供用及び下水の処理を開始すべき日の前

日まで北九州市上下水道局下水道部下水道保全課及び北九州市小倉南区役所ま

ちづくり整備課において一般の縦覧に供する。 

令和６年７月３１日  
北九州市上下水道局長 持 山 泰 生   

１ 供用及び下水の処理を開始すべき年月日  
    令和６年８月５日 

２ 下水を排除及び処理すべき区域   
下水を排除及び処理すべき区域  

北九州市小倉南区大字貫の一部 

〃    〃  中曽根四丁目の一部  

〃    〃  葛原東四丁目の一部  

〃    〃  横代東町一丁目の一部 

〃    〃  蜷田若園三丁目の一部 

〃    〃  大字木下の一部 

〃    〃  徳力二丁目の一部 

３ 排水施設の位置及び合流式又は分流式の別 

排水施設の位置  
合流式又は 

分流式の別 

北九州市小倉南区大字貫地内、中曽根四丁目地内、葛原東

四丁目地内、横代東町一丁目地内、蜷田若園三丁目地内、

大字木下地内及び徳力二丁目地内の各一部 

分流式 

４ 終末処理場の位置及び名称  
    北九州市小倉北区西港町９６の３  
    北九州市日明浄化センター  
    北九州市小倉南区中吉田二丁目１０番１号  
    北九州市曽根浄化センター 
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北九州市上下水道局告示第２６号  
次のとおり公共下水道の供用及び終末処理場による下水の処理を開始する。  
その関係図面は、この告示の日から供用及び下水の処理を開始すべき日の前

日まで北九州市上下水道局下水道部下水道保全課及び北九州市若松区役所まち

づくり整備課において一般の縦覧に供する。 

令和６年７月３１日  
北九州市上下水道局長 持 山 泰 生   

１ 供用及び下水の処理を開始すべき年月日  
    令和６年８月５日 

２ 下水を排除及び処理すべき区域   

３ 排水施設の位置及び合流式又は分流式の別 

排水施設の位置  
合流式又は 

分流式の別 

北九州市若松区青葉台西六丁目地内の一部 分流式 

４ 終末処理場の位置及び名称 

  北九州市若松区大字安瀬６４の１５  
  北九州市北湊浄化センター  
     

 

下水を排除及び処理すべき区域  

北九州市若松区青葉台西六丁目の一部 
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